
500 500 

200 200 

4-82

26のエビデンス（変位センス）（2/3）



50 50 
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26のエビデンス（変位センス）（3/3）



コア写真

最新活動面認定根拠（H27-B-1 深度113.51～113.60m）

113 114

青枠部拡大 0 5 cm
黄枠部拡大

0 10 cm

・肉眼観察では，最新活動面が深度113.56mか深度113.60mかを判断できないため，CT画像を利用した。
・CT画像では，より直線的であることから，深度113.60mのせん断面を最新活動面に認定した。

0 5 cm

最新活動面

凡例

最新活動面の候補とした面

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

113 114

4-84

28のエビデンス（最新活動面）



4-85

28のエビデンス（ガウジ幅）



最新活動面認定根拠（H27-B-1 深度118.94～119.12m）

コア写真

青枠部拡大
0 5 cm

・肉眼観察では，最新活動面が浅黄色細粒部の上端（深度119.10m）か黒色粘土脈（深度119.12m）かを判断できない
ため，CT画像を利用した。

・CT画像では，より直線的であることから，深度119.12mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

最新活動面の候補とした面

0 10 cm

119 120

黄枠部拡大
0 5 cm

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

119 120

118 119

4-86

29のエビデンス（最新活動面）



4-87

31のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所



1 mm1 mm

500 500 

4-88

31のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）青枠：修正箇所



最新活動面認定根拠（H27-B-2 深度35.36～35.46m）

コア写真

35 36

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度35.40mのせん断面を最新活動面に認定した。

0 5 cm
青枠部拡大

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

4-89

31のエビデンス（最新活動面）



 N7 W52 W

 70

4-90

32のエビデンス（薄片観察結果）（1/3）青枠：修正箇所



200 200 

1 mm1 mm

4-91

32のエビデンス（薄片観察結果）（2/3）青枠：修正箇所



500 500 

4-92

32のエビデンス（薄片観察結果）（3/3）青枠：修正箇所



4-93

33のエビデンス（変位センス）（1/3）青枠：変位センスに関する部分



500 500 

500 500 

4-94

33のエビデンス（変位センス）（2/3）



50 50 

4-95

33のエビデンス（変位センス）（3/3）



4-96

34のエビデンス（ガウジ幅）



 N38 W15 NE

 0
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34のエビデンス（薄片観察結果）（1/3）青枠：修正箇所



500 500 

500 500 

4-98

34のエビデンス（薄片観察結果）（2/3）青枠：修正箇所



500 500 

4-99

34のエビデンス（薄片観察結果）（3/3）青枠：修正箇所



最新活動面認定根拠（H27-B-2 深度60.26～60.69m）

コア写真

60 61

0 5 cm

・波打つが，破砕部範囲内では細粒部を伴い最も直線的であることから，深度60.59mのせん断面を最新活動面に認
定した。

青枠部拡大

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

4-100

35のエビデンス（最新活動面）



4-101

35のエビデンス（走向・傾斜）



4-102

35のエビデンス（条線）



 N31 E88 SE

 75

4-103

35のエビデンス（変位センス）（1/3）青枠：変位センスに関する部分




